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•
一
 

n

$:

V.
.
.C 
l

=
3r
、



-
'
•
- 

■ 

1

三」

、) ' 

C
l  

5

、
/

安
定
と
^
得
て「

靜
穩
し
た
る
を
得
た
の
で
あ•る
。
 

'• 

.

.
然
る
に
、

ー
厂
七
八
九
ギ
の
革
命
は
.
、
是.
等
過
去
の
傅
統
と
の
完
全
な
る
絕
綠
を
遂
行
し
、
之
を
其
の
最
後
の
痕
跡
に
至
る
ま
で
掃
華 

し
て
、
代
ふ
る
に「

個
人
主
義
的
諸
原
理」

の
確
立
を
以
て
し
た
の.で
あ
るo
嘗
て「

ア
ン
シ
ャ

^ '
レ
^
ギ
ム
の
^
に
於
^
て
比
乂
勞
働. 

者
は
數
多
の
規
約
に
依
つ
て
傲
護
せ
ち
れ
：
：
勞
働
の
價
格
は
正
當
な
る
質
銀
を
齎
す
道
德
的
法
則
に
從
つ
て
居
つ

.
た
0」

然
る
に
、
今 

や「

自
由
に
放
任
せ
ら
れ
た
勞
働
者
は
、
結
社
も
、
自
衛
も
出
來
ず
、
雇
主
に
隸
風
せ
し
め
ら
る

^
に
至
つ
た
の
で
あ
名0」 .
又
た
、
今
や. 

ぅ
道
德
i
社
會
的
保
齊
、規
律&
質
的
保
護
の^
界」

；で
あ
づ
：
.
だ
同
業
組
合
；の
廢|1
1
と
共
；に
、̂
1
^
氣
瞒
が
漲
技
、.
無

奮

：な

f

…
-

資
本
所
有
者
こ
そ
完
全
な
る
自
由
を
ば
享
受
し
得
る
も
、

.
勞
働
者
は
§

職
業
的
利
益S

護
す
：

る
：： I

切
の
.手
段
を
剝
奪
せ 

ら
れ.
ズ

|§
^
階
級
は
播
に.
全
ズ
浮.
ぶ

湖

の

無

き

：ブ
^̂
^
^
^
^

,
ん

.i
し

た

が

、
：：
其

れ

は

：取
：り

.
も
直
さ
ず
資
木
を
こ
そ
自
由&
ち
し
め
、1:
勞
働
：者
ば̂

.
く

さ

れ

た

か̂

^
る

タ

み

等

ば

今

や

ー

機

械

に

隸

屬

^

て

^
勞

紙

の

椒

喜

签

失

び

^

人

間

と

し

そ

の

威

信

基

奪

は

れ

^
ィ
唯
だ
よ
產 

費

0
'.
1;
要

ま

：し

：

.
て

め

；
み

廣

ら

れ
^
然

冬「

漸

次

：
に

機

械̂̂

興
へ
、̂
れ
て
は
届
^
ぬ
‘の
セ
あ
：
る
;0
:
其
れ
ば「

常
に
勞
働
を
尊
敬
し
、
：
家
族
を
尊
重
し
、
：勞
働
者
階
級
釔
維
持
擁
鹱
し
、
生
產
を
保
護
制
：
 

規

し

：、
减

て

プ

ロ

；

^
タ
汐
，ャ
な
名
此
：
の

『

社

會

的

畸

形

』

'

 ̂

1王
政」

時

代

め

宰

福

：と
^

{

と
を
去
る 

こ
：
-
士
遠

い

も

の
*
あ
る0:
: 

V
 

^

•
斯

く

：
て' 

後「

自

由

主

義
.
の
i

t t
紀

半」

は

、
：同

時

に

、
：
幾

多

.
の
人
道
主
義
者
ゃ
經
濟
學
者
が
、
又
た
社#
學
者
ゃ
產
業
家
が
、 

自
由
生
義
經
濟
：&缺
陷
淹
改
善
し
、
人
道
主
義
的
社
會
联
序
.
の.
卞
に>:
勞
資
|

の
途
を
求^

半.
で
ぁ
る
^

.:
\
ー
も̂

、
：
.
又

た

勞

働

貧

が

自

ら

；の

.
團

結.
に

依

：っ

七

自

ら

を

解

放

ザ

ん

<»
:.
せ

る

勞

働

運

動

の
，

「

^
:

'■
'■:而

し

；
て

、

.
ー
.
丸

一

妾
 

(

3

1 
i
t
r
o
は

卞

院

議

席

の

過

带
 

:

數

を

占

め

1

其

6
ん

民

膨_

0
#
會

も

「

手

ル

蛘

ン

5<
-0
代_

士

」

ド

^

ム._.
0_

ゐ

冬

社

會

黨

が

第..
1
黨

と

な

け

、
總

選

擧

後

間
 

.'
も

.资

.<
:
-:
:
'?
'_
_
#
班

と

す

：る

人

民_

線

政

^
は

敍

跨

西

十

時

間

勞

働*.

^
^
::
¥
集

圑

契

；̂

^

:

の
政
府
と
し
て
出
現
す■る
に
至
つ
た
が
、-此
の
人
民
戰
線
の
樞
軸
を
な
す•も
の
は
、
ブ
が
ム
內
閣
と133
C
は
ん
ょ
り
は
寧
ろ
-
努
働
總
聯 

盟」

fc
o
us
.̂
atio
n sn

sw
ale  d

ftra
v

a
iL

略
稱
；

c-  G
.  T

,

一，
八
九
五
年
に
設
立
ざ
る

)

で•
あ
り
、
而
し
て-
勞
働
總
聯
盟i
は
マ 

•
ル
タ.
シ
ズ.
ム
に
侬
據
し
、n

ミ
ン
テ
ル
ン
の
，指
令
下
に
在
.
る
も
の
と
一§.

て
寒
し
支.
へ
な
い0
敍
に
、
著
者
ア
ン
リ
ィ
氏
は
、
俩
故
に 

.
邋

西

が

モK

コ
ケQ

愧

德

f

、
共
の
試
練
場
で
な
け
れ
ば
.
な
ら
ぬ
か
を
詰
問
す
る
と
同
時
に
、

「

勞
働
總
聯
盟」

が「

常
に
勞
働
者 

‘
の
中
小
所
有
者
へ’の
近
^
^
可
能
な
ら
し
む
鳴
諸
改
荜
を
檢
討
す
る
を
拒
否
し

…

生̂
產
の
協
同
に
全
く
無
關
心
で
あ
り
又
た
消
費
®.

,

協
同
.の
助
成
を
も
承
認
せ
ず
；
；
即
ち
之
を
耍
す
る
に
、
中
小
商
エ
氟
の
擁
護
に
全
く
關
知
せ
ず
：
：

」

一
_
途
に「

^
命
的
と
鬼
る
ゼ
と
パ 

■

じ

ょ

づ

，
て

、

.
組
合
主
義
が
勞
働
の
完
成
と
努
.
働
者
の
威
信
保
持
と
の.崇
高
な
る
意
愁
を
代
表
す
る
嚙
の
な
る
と
と
を
忘
却
せ
る
こ
と

」

-■
:
を
痛
■
す
谷
の
で
あ'る
。
•

.

..
誠.
に
、

f

勞
働
總
聯
盟」
(c

,  P
.T

O

創
立
の
精
神
は「

政
治
的
不
驟
獨
立」

に
茁
つ
た
。
北
ハ
れ
は
、
凡
ゆ
る
政
黨
へ
の
加
入
を
も
、
又 

た
^ :
'
何
な
る
齡
綱■の.
支
援
を
も.
拒
否
し
、

「

»
盟
し
肩
ち
の
手
段
に
依
つ
て
勞
働
者
の
境
遇
改
善
に
努
カ
し
ノ
然
も
ラ
ー
に
依
つ
て
、
終
に
、 

其
の.
^
!

藍

社

會
♦に
對
す
る
へ
ゲ
モ-
广
ィ
獲
得O'
可
能
な
る
を
確
信
し.、
希
望
せ
る
も
の'.で
あ
つ
た
。
然
る
に"
今
や
、
此
-0
精
刺 

は
地.
を
拂
つ
て
無
ぐ
、

「

勞
働
總
聯
盟」

は
、
北
ハ
の
一
切
を
擧
げ
七
政
治
運
動
に
突
人
し
、
人
民
戰
線
に
結
合
す
る
の
途
令

.P
ル.
だ
。
即
ち
、
；
 

今
や
、

「

勞
働
總
聯
盟」

に
冼
つ
て
、
主
た
る
も
の
は
政
治
的
活
動
，で
あ
り
、勞
働
條
件
の
不
斷
の
改
善
の
爲
の

.「

崇
高
^
る

摩」

は
從
的
ぐ 

地
位
を
與
へ
ら
る
、
塵

つ

た

。

「 .
此
の
組
合
精
神
の
裏
切
り
の
結
果

」

は
何
か
。，

「

勞"働
苕

階

級

の

將

來

は

今

や

，黨

派

制

に

結

,̂
附

け

ら

• 

- 

•

,1-

•
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- 
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■ 
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1巴
M伯

し

ア

ン

9ィ

考

ブ

»
!✓
-タ

リ

ャ

L.
.

一
 

一

-

®

(

一
 
三

七

)



-
e
il
l
伯

し

ア

ン

リ

ィ

藩「

ブ

W
レ

，タ

ザ

ヤ

し 

一

三

L 

(

ニ
ニ 
V)

れ

た

：

こ

と

で

あ

るOJ
斯

く

て

、

:}
!:
ハ

處

に

は「

凡

ゆ

る

不

安

と

動

摘

と

多

數

黨

に

依

識

優

」

と

が

麄
.
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

ハo
;
然
 

も

.「
，勞

働

總

聯

盟」

の

下

に

於

い

て

は

、

穷

働

者

は

個

人

と

し

て

自

由

意

志

に

依

つ

て

-自

由

行

動

を

と

る

こ

と

を

絕

對

に

許

さ

れ

て

害
 

ら

ぬ

の

て

あ

る

。

自

義

社

#
掘

濟

湘

度

の

下

に

於

い

て

、

.
勞

§
者

は

「

物

」

と

む

て

考

へ
'ら
れ

た

が

、

故

で

は

、

彼

等

は

庀

セ

「

«■ 

物

」

と

:1
>
.
て

の

意

義

し

 
'力
拂

た

ぬ.
o : 「

;̂ .

働

雜

聯

盟J

を

樞

軸

と

す

る

人

民

戰

線

及

び

之

，を

根

幹

と

す

る

如

何

な

る

政

治

經

咨

.̂
間

も

、
斯

，

ぐ
て
、
.
著
#
に
從
へ
ば
、
自
中
午
：義
社
會
經
濟
體
制
と
共
.
に
、
決
し
て
人
類
安
住0
观
で
は
な.
い
0 
.然.
ち
ば
、
安
住
の
佌
界
は
何
_

扒
0

一
,,
.:

,

.三

-

’

:
■'

ノ

•■-.
著

1
は

、

麩

に

、

第.
1
1̂

國

論

を

提

げ

て

、

右

の.
肩

ひ

に

答〈

ん

と

ナ 

ー

篇

全

六

章

に

苴

つ

て

說

か

れ

て̂ 

名

と

こ.
ろ

が

北

ハ

れ

、
で

あ

る

。

 

.

'
 

*

へ
先
づ'、
著
者
に
據
れ
ば
、
凡

ゆ

る

社

高

題

蔵

の

解

決

は

、
問
題

'0.
金

固

的

硏

贺

、

特

に

其

の

偷

理

的

芘

礎

の

，
研
.奔

こ

立

邮

す

る 

の
で
な
け
れ
ば
、
，
版
對
に
不
可
能
で
あ
る

o..
即
ち
V
先
づ
以.
て

改

苹

さ

，
る

べ

き

も

へ

の

社

社

會

そ

れ

自

體

で

あ

る

0
;故

.<
、
；
社

會

の

^

遽 

だ
飲
ザ
る
な
ら
ば

r
:::  

一.f
s

f

 §

知

た

、
特
に
勞
働
者
階
級

.
に
と
つ
，て':不
宏
と
：励
紙
とCD
te
M

で
あ
つ
た「

個
人
主
義
的
諸1
璉」

か 

ら
完
全
吃
離
晩1>
な
：け

れ

ぱ

な

ら

ぬ

0

だ
が
、
其
れ
：と
同
時
に
、

「

偷
理
的
精
神
的
慣
値

」

の
搏
興
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
，
藍
し
、
之
に
，依 

.0.
で
始
め̂

:

人
類
は
人
類
に8
#.
.
§
«
^
犧
牲
の_

念
を
樹
立
し
得
：

.
る
>̂
':
の
：：で̂
り

、

又
光
之
無
く
し
て
は
 
>(

.

な

る

刷

新

も
 

-
徒
勞
に
終,

養

：て.
人
類.
に
：幸

懸

蠱

ず

も

の

：
で
；は
：な

い

；
か

專

あ

今

:

> 

‘
確

立

：
し

：
.
た

も

の
:«
何

か

0
.他

衣

'6
>:
ぬ.
0
'「

リ

ベ

ラ

リ

ズ

ム

し

乃

至1
マ
，
ル

ク.
シ

ズ

ム

1-
..で 

菸

る

、
此
の
雨
者
は
共
：
に
等
し

.
ぐ

、「

經

濟

生

活

の

偷

理

的

性

質0
意

却

と

、
減

同

0
產

則

 

る

|'
0
»:,
即

今

前

者

呔「

物

質

編

栽

」

を.
？

碧

は

「

國

家

の

獨

栽」

:$
:.
要

求

す

る

0:
走

m
I湾

政
数
述
後
者
に

.
於

い

て

は

Y「

人

類

は

脓

倒

さ

れ

る

。
レ

其

の

何

れ

も

々

決

、し

て̂人

類

本

然

の

姿.
で

は

#
い

;>
::
:
.

'

:

{
.' 

へ

故

に

，

人

性

若

く

は「

自

然

篇

理

的

慣

値」」

ど

：
一：
致

：せ

々「

第

三

様

式」

：の
：社

會

連

設

が

企

圖

さ

仉̂

 

泖

>
.
;
、

社

-.
#祀
於
 

け

^
>
1
人

^
個

人

石

を

取

結

ぶ

自

然

的

關

係

は

、

「

裏

的

—

業

的

>
她

域

的

關
«

」

で

ぁ

り

、

之

匕

そ

が”
入

独

^
不

河

分

じ

^

^

の 

で

あ

る

0:
# -
等

<2
>
關

係

0
下.
に

置

か

れ

た

名.
七

き

>:
始

め

：
て

；
、

」

人

類

竑「

物

」

で

'も
な

け

れ

ば

"「

動

物

」

で

も

な.
く

>
正

に

：

「

同

胞

^
し

て

、 

|
一！！
；S

換
.
へ
，
れ

ば0
眞

に

人

間

と

し

て

考

へ

ら

れ

る

」

$
で

あ

る

0 

:

-

故

比

、
.

ぃ
是
等
：の

關

係
^ ,

基
礎̂

^
、*

の
上
：に̂

社
會
主
義̂

存

す

石

最

長

所

を

實

現

_
:
し

っ
\

公

資

木

主

霉

の

遭

弊

女

廢

除

せ

^

 

社
會
の
建
設
を
针
る
と̂

孓
そ
^
蕾
に
怫
蘭
西
に

士
. 0

て
( 0

み
な
ち
ず
、「

世
:#
:の
'爾
餘
の

國5

に

->
つ
て
も」

亦

た

實

に

刻

下

の
;̂
務 

で
^

け
^

ば̂

ら

：
ぬ

。

.
即

ち

プ

「

階
級
僧
惡

.<
0觀
念̂

代

ふ

.：る

に

ヽ

階

級

協

調

;0
.理
念̂

以M

し
、.：从
IM
の
冲
に

個

;̂:
^
で
^

く

、
人

格 

を

考
慮
し(

家
族
制̂

'

再

興

し

、
：
勞
資
を
結
合
し
、
彼
等
を
勘
互
に
職
業
的

•：

地
域
的
遴

民

的

範

霉

に

自

由

に

耝

織
 

此
0

新
組
織

0

頂

：點
に
ヴ

_

立

不_

0

主
權
者̂

置

ふ

所

の

第

三

帝

國

の

可

能

に

し

て

且

* )

必
要
な
:2
)

世

界

に

と

つ

て

焦

眉

^
急

を

要

す

る

問

題

；で

ぁ

名

マ

：”

.
巧

 

：；

ぃ
，
：
：

-

:
,
，
"
ジ
ー 

斯
く
て4
第〔 1

篇

第

：
1_

に
於
い
.夂

べ

火

麗

會

の

寒

礎

 

に
在
り
と
做
せ 

:

石
著
者
は
、"：轉
て
第
£ :
章
忆
翁
5:
で
、
典
0
莪
礎
的
關
係
1̂:.
た
石
家
族
紊̂
^

度

よ

り_

論

し

て
3

先

づ

、

家

族

に

歸

机

と

主

張

す

ゐ

'-
0「

家

族」

^

3̂

)

、
と

云

は

ん

ょ

り

拉--,
:
#
石
>
ポ

石

り

し
^

0

3
'¥
^

此
：
の;-
1
ね
ろ
$」

が
;-
'>

今
の
荒
び
艰
て
た
佩
人
に
と
つ
て
、
否
な
萬
人
に
と
つ
て
、
尙
ほ
溫
ベ
且
つ
懷
し
居
：響
き
々
與
；へ
：
&

日
葉
で
ぁ
る 

夂
お
を
时
人̂

否
宛
し
は
し
ま
い
し
、
又
た
典
れ
：故
に
こ
そ
、
之
を
以
て
、
新
社
會
秩
序

‘の
：基
礎
と
す
石
で
占
の
\極

め

て

：
_

然

胸

で

來
 

る
こ
：と
も
肯
か
れ
ゃ
ぅ
し
、

.
，
事

實

之

：を

激

键

^
せ
る
往
時
の
社
會0.
平
穩
士
安
定
_
#.
を
讀
者
は
未
衣
忘
乳
妹
じ
ま

.
い
：と
廣
翁
は
宕
ふ0:.

• •■•
•
•
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巴
里伯

*'

ア
ン
9
ィ
著r

ブa

レ
タ
：ダ
ャ
.
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一
四
0 

.( 1

四
〇)

■

'
.正
にr

ゐ
ろ
り
|_
'乃
至「

>家
族」

こ
そ
は「

啻
に
社
會
生
活
の
^
心
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
又
た
人
類
全
集
團
の
、
從
つ
て
地
方
の
又
れ 

國
家
全
體
の
第
一
構
成
要
素
で
あ
る
。
家
族
の
社
會
的
機
能
を
忘
れ
叉
た
之
-.
5:
.社
會
の
；̂
礎
と
す
る
こ
と
を
拒
否
せ
る
政
治
機
構
は
、 

自
然
の
法
則
に
背
反
せ
る
も
の-で
あ
り…

-人
類
に
と
つ
て
苛
酷
極
ま
る
も
の
で
あ
る̂
故
に
、
家
族
制
の
復
活
こ
そ
は
、•先
づ
第
一
，
 

.に
'提
起
さ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
が
？
此
の
問
題
解
狹
の
爲.に交
た
先
づ
第
一
.に
提
出
，さ
，る
べ'き
問
題
始
«.
銀
問
題
で
あ
る
0
斯

-<
て
、 

廣
者
は
此
の
問
題
に
關
し
、

「

勞
働
者
は
彼
自
身
汲
が
彼
：:(
0、家
族
の
坐
存
を
可
能
な
ら
し
む
る
貨
銀
を
支
拂
ば.る
べ
き
で
あ
る」

と
做
せ 

■
る
1敎
會」

の
主
張
を
銮
礎
と
し
セ>
;種
々
論
_
を
試
み
、.論
旨
を
進
於
、
結
局
：

「

集
合
的
財
產
は
救
貧
的
諸
制
度
を
發
展
せ
し
む
る
た 

:め
に
：必
要
で
は
あ
る
が
、
し
然
も
尙
ぼ

「

勞
働
著
を
所
有
に
近
接
；や
し
め

」

|1
'
つ
其
の
罾
働
者
財
產
の

「

長
子
相
續
權」

乃
至「

#'
;襲
^
.

」

を
承 

認
す
る
こ
ど
こ
そ
、

「

勞
働
衆
家
族
の
威
信
と
自
由
と.を
保
障
し
得
る」

所
以
で
あ
る
と
論
結
す
る
。
而
し
て•'
■»各
勞
働
者
に
對
.し
、
.敍 

上
の
如

ぐ

1

所
有
へ
の
近
接
と
其
の
世
襲
制
と
を#
興

し

確

，
保

す
.る
た
め
，'に
は
、

「

勞
働
め
‘資
本
へ

の
結
合
及
び
勞
慟
者
の
，利
潤'へ
0
參 

加」

を
必
條
仲
と
す
る
。
だ
が
、
楚
等
の
條
仲
は

「

龃
合
的
組
織」

の
.下
に
在
つ
て
始
め
て
滿
さ
れ
得
べ
き
で
あ
る
。
救
に

「

組
合
的
組 

織
し
の
復
活
が
必
然
に
要
求
さ
：れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
實
に
、
此
.の
組
織
の
下
に
、.勞
資
結
合
の
實
現
を
訃
ら
ざ
る
が
故
に
、
或
は

「

資
本
主 

義
Vに
、
，.或
は「

マ
ル
タ
グ
ズ
，ム

」

ぢ
到
達
し
て
、「

階
級
鬪
爭」

と「

社
會
的
鬪
爭
.©
普
遍
化」

と

を

招
來
し
、
以
て「

國
家
の
經
濟
^
活
を 

.
痲
痺
せ
し
め
る
の
で
あ
る。」

.

.俞
く
て「

著
者
は
ノ
第
三
章
に
於
い
て
、

「

同
業
組
合
組
織」

の
現
代
的
•適
用
を
主
張
し
ノ
而
し.て
賃
銀
勞
働
者
亿
と
つ
て

「

賃
銀
及
び
 ヾ

,
勞
働
時
問
0
問
題
以
外
に」

尙
ほ
、
3
リ
重
耍
に
し
て
根
本
的
な
る
問
題
と
し
て

〜

其
の
命
業
所
有
榴
へ
の
參
加
の
問
題
、
.興
の
現
狀 

'
:脫
却
诺
'X
は
其
の
■

的
她
飲
土
舁
ぬ
問
鶴
及
び
興
の
私
的».
產
へ
の
趣
掛
.0
問
題
等
，が
存
す
る
が
、
：然
も
是
等
の
齔
問
澈
が
何
れ
も 

遍
合
的
紐
&
&
W興
ど

共

篇

麻

节

微

ら
る-
ベ
き
も
が
で
^;
る
#
以
を
論
證
す
る
士
、
も
に
、

「

組
合
的
組
織
し
の
卞
に
敍
上
の

諸
問
題
0 :
1?
^
.4
見
^
る

-<
»
:身
、
鼓
に
、
勞
働
者
:t
t「

名

.#
あ
、る
：地
位
を
恢
復
し
、
赞
働
の
貴
族.社
看
?:
.構
成
す
■̂
で
^
に
ょ
つ
て
總 

夯
级
恐
ら
く
.
对̂
も
办
:4
り

^
以

上

に

、
，
國

家
0
:廳

：に
貴_
し
得
可
き
で
あ
り
、

」

又
た
斯
く
て
.こ
是
資
木
主
瀵
と
社
會
主
赣
灯
最
長

所

む

實

現

，
じ

得

可

ぎ

も

.
の.
：で'あ

る

と

钜

張

す
'る
0 

,

.
:
’
，

：

：

_

;0
:
'
»
^
齡

：濟

統

訪̂
示
#
胁
私
依
つ
，て
明
ら
か
な
石
が
如
く
、

「

佛
蘭
西
經
濟
は
何
ょ.り
.も
先
づ
.農
業
的
で
.あ
り

、
次

い

で

^

工
業
的 

で

親

0'
,
_啟

監

■

方
的
で
^,
るO

又
た
大
工
業
を
考
へ
て.見
て
も
、
' 其
れ

ほ

ロ

'
レ

1

ン
の
冶
命
工
業
と
か
：
•
•
フ
ラ
ン
ゲ
ル
ー
の 

機
微
エ
業
と
^
>
;''
'シ
ギ
,
•ハ•1
,1
1..キの
帽
子
靴
ア
シ
ヤ
ツ
製
造
業.と
か
、
ノ 
3
ル
の
.製
餹
業
と
か
、
.•
リ
ヨ
ン
.の
絹
織
物H

業

と

力

- 

プ
ャ
ヴ
ァ
ン
X-
.の
汕
製
造
業
と
か
赞
若^
巴̂
.里
A
自
働
革
本
業
i
か

‘
‘
：
し
の
如

 
<
、
ぺ
大

は

玆

に

、

-,
第

四

章

に

於

い

て

、

先

づ

斯

宏

經

濟

的

見

地

か

.
ら

げ

次

^
で「

過

度

の

中

央

集

權

制」

が

往

々

に

し

て

_

棄

す

言

 

.
萬

能

屯

霞

&
坐

じ

芴

い

と

沄

ふ「

政

敗

的

見

地」

か

ら

、

M
に

ほ

「

敎

胄

」

：
や

訓

練

ょ

り

以

上

に

人

は

其«>
地

產

傅

銃

が

ら

.强

き

影

響
 

を

受

t̂
#

v>
-と
音

^
社

#
的

見

^

を

要

求
^

^
然

も

春

そ

が

艾

た

最

も

自

然

の

法

則

に

解

へ

旮

も

の

で

あ

る

占

主

張

す

る

:;
9

■

パ

^
0
て
:-
著
者
&
理
想
粉
ず
る
國
蹇
->
必
然
に
、

〔

地
方
分
權
的
國
家」

で
あ
り

、

然
も
著
者
に
據
れ
：ば
、
惟
り
之©:
み

ガ

能

乂「

平
 

»
ど
.調s

 

の
で
あ
る
，̂
職
し
て「

斯
か
る
國
家
ば
鮮
主
國
以
外
に
：は
往
飞
得
散
い
、
.何
故
な 

ら

安

®
主
政
が
ひ
が
が
個
人
的
利
餐
に
趙
然
た
來̂
た

本

乘

’
黄

金

办

魔

ヵ

に

對

し

て

不

覊

著
者
条
：筋
拉
藝
び
篑
ハ
章
良
亙
つ
て

「

王
政」

^
-論
じ
、
.怫
蘭
風
苯
政
時
代
0
歷
臾
が
幾
.#.
0偏
見
令
誤
傅
に
依
ク
て
歪
.め
ら
れ
た 

る
ど
と
宏
指
摘
し
、-'
'.佛蘭
西
國
家
建
設
史
上
：に
於
げ
る
主
室0
.努
カ
と
貢
獻
と
を
論
述
す
る
と
同
時
に
、.更
に
王
亦
常
に
國
民
七
の
接
：
 

觸
を
保
ぢ
<>
■
发
自
由
疚
創
迆
に
努
め
た
る
幾
多
の
第
例«:
史
*
に
求
^
て
、

「

王)

そ
.萬
人
に
社
會
疋
義
を
保
障
せ
る
も
の
で
あ
^

と

■ 

■ 

- 

• 

' 

- 

■ 

. 

.

.

.

. 

. 

- 

!
> 

. 

■

!■ 

-

「

a-
里
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ア
シ
9
ィ
著
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»
レ
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ア

レ.
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く
，
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C
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.r  
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里
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リ
イ..著rTV

S,

レ.
■タ
，
_.
asT'J 
• 

二
.̂ 

二 

(

一.̂
ーー/:

做
し
^
故
に「

芏
诹
復
古」

と
典
の
下
に
於
け
る
第
ニ
十
世
紀
の

「

勞
働
の
貴
族
社
會

」

建
設
と
の
急
務
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る

0

四

-

以
上
筆
翁•
は
著
容Q

所
謂
第 1

ニ
帝
國
論
な
る
も
.
の
を
紹
介
し
たo.

其
れ
は
、
要
す
る
に
、

.「

王」

と「

家
族」

と
の
間
に
、}

の
ビ
ラ
ミ
， 

ト
的
構
造
を
成
す
肋
會
を
形
成
L
、
JJ
:
ハ
の
間
に

「

地
方
的」

分

散

的

な

る「

組
合
的
組
織

」

を
}
$
興
す
る
こ
と.に
ょ
0
て
、「

勞

働

者
家
族
. 

(?
!>•

所
有
へ
の'近
接」

务
働
者
の
獨
立
人
格
者
へ
の
轉
化
を
計
^
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ

^

。
從
つ
て
、
.
北
ハ
れ
ば
著
し
く
中.«:
勺
で
あ
る0.. 

少
く
と
も
、
中
世
的
な
る
要
素
へ
の

.
復
活
が
强
く
著
者
を
支
配
し
て
ゐ
る
。
此
の
意
味
に
於
い
て
、
北
ハ
れ
は
謂
は

r

1

0の
ロ
ン
マ
*
ン
チ 

シ
ズ
ム
で
あ
る
。
だ
が
、
、單
な
る

ロ
，マ
ン
チ
シ
ズ
'ム
で
は
な
いc

-

典
れ
は
今
や
滂
湃
と
し
て
起
り
つ\
あ
る「

組
合
主
義」

若

-1.

く
は「

組
含
國
象
論」

の
佛
蘭
西
的
現
れ
と|
5
て
差
し
支
へ

な

いo

:

即
 

ち
，「

組
合
的
組
織JQ

#

興
が
、：
飽
ぐ
迄
も
、

「

勞
働
者
の
：所

有

衾

i :
に

ブ

ル
ジ
S
ヮ
乃
至
フ
プ*
テ
，
ン
；
チ

エ

が

«
統
« |-
^
る
.勢
 

V
あ
：
る

此

ひ

國
^
し
；さ«
あ.
る
0 ,
で
あ

奴

、
：
而
；し

て

、

結

局
4
此
の.
傅

終

緣

ガ

乃

至

備

西

的

な

る

も

，の
へ

.
齧

歸

と

そ

叉

：た■

著

者

容

め

て

：已

裏

ぎ

ろ

で

あ
I

O

':

」

：：，

へ

v.

:̂ .

や
、
ヘ
シ.
”
1
タ
シ
内
閣
は>

尙
-^
ん
^

「

金
融 

全
權
法
案」

'.の
备
诛
を
契
機
と
.して
，

r>
ム
.
'ミ'
a一

(

ズ

ム

勢

ガ

：の
ぃ
ー
：
费

退

却

が

あ

.
り
、之
を
機
會
に
_
ノ
中
孝
沿
¥

フ
ァ
ッ

シ
ヨ 

打

成

，一
:
丸

ど

レ
:\
智
八.
十
度
：0 .
轉
囘
を
遂
げ
セ
.
、
ノ
ー
：
擧

、
：

〗

國

民

的

結

成

；に

邁

邂

^
^

も

の

が

あ

：裹V"
併
じ
共
藤
度
の
著
し
く
獨
逸
的
な
る
に
禍
さ
れ
て
、
へ
戰
線
の
統
一
强
化
擴
客
望
み
薄
く
、
栽
に

、
.
フ
ァ
ッ̂
^
^
 

陣
營
坩
、

「

^S

西
的
な
：る
も
：

Q
J-

へ.
の
.追

求

は

誠

に

切

な

る

%

の
；が

あ

り

、
之

に

.
立
脚
せ
る
論
策
の
樹
龙
こ
そ
待
望
の
焦
點
と
な
り
つ

\ 

あ
名
0,
實
に
、
：
本
書
も
亦
た
此
の
動
き
の

.

1
,0
の
瑰
れ
と
袞
つ

.

^

R
o

b
e

rt  

R
v

 

K
u

c
z

y
n

s
k

i;  

C
o

lo
n

ia
l  

p
o

p
u

la
tio

n
.  

1
9
3
7

.

u

本

.
人
植
民
地
領
域
及
び
委
任
銃
治
地
域
の
蝥
濟
農
源
開
發
或
は
文
化
的
發
^

を
計
る
雰
當
該
領
域
に
輿
し
沐
の
み
な
必
ず
邦 

國
、
碰
v>
て

ば

氣

全

體

咚

雀

っ

其
&
利
益
汝
あ̂

と
は
^

に

V

ざ
為
國
側
に
ょ
っ
て
生
贬
せ
“ら
队
る
所
で-^
^

ぃ
ブ
般
的
に
廣
て
廣
大
な
面
蘋
と
資
源
を

荷

-L
、
而
か
も
人
ロ
稀
薄
な
是
等
：の
領
域 

.
文
現
睁
：の
.
世
界
的
赞
勢
下
に
龄
て
味
々
の
方

_

ょ-
^
蓉

«

0
際
に
是
等
の
地
域
と
典
に
扒
の
上
に 

住
思
ず̂

植
民
桃
人
ロ.も
亦«

の
：對
象«>1

と
し
て.
，

(

時
，£
そ
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